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   A case of soft vesical calculi is reported. A 72-year-old male, visited our clinic compla-

ining of discharge of white muddy substance. KUB film revealed calcification in the vesical 

region. Urinalysis showed UTI, and culture of urine was positive for Proteus mirabilis. 

   Thereafter, the patient suffered from discharges of similar calculi several times. Two of 

three infrared spectroscopic charts showed mixture of calcium phosphate and ammonium 

hydrogen urate and that of the remaining disclosed magnesium ammonium phosphate. An 

alcian blue-PAS double staining of this calculus revealed the presence of acid and neutral 

glycosaminoglycans, and bacterial colonies. These calculi were thought to be different from 
the so called 'matrix calculi'.
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緒 言

膀胱軟結石は比較的まれな疾患であ り,本 邦におけ

る報告例は少ない.そ の多 くは,コ レステリン,蛋 白

質あるいは細菌集塊などの有機成分を多く含み,通 常

の膀胱結石と様相を異に している。今回,わ れわれは

自排石可能な再発性膀胱軟結石の1例 を経験 したので

報告する.

症 例

症例:72歳,男 性

*現:川 村寿一教授

主訴:尿 中白色物質の排出

家族歴1特 記事項なし

既往歴:9年 前に前立腺肥大症で前立腺摘出術を受

けている.こ の際,膀 胱硬結石の合併があった.

現病歴:初 診の2日 前 に尿閉を きたし,近 医を受

診し導尿を受けた.そ の後,尿 中に約2～3Cmの

白色粘土様 物質数個の排出をみ,排 尿困難が改善し

た.

現症:体 格小,栄 養は普通で,下 腹部に正中切開搬

痕がある.理 学的所見に異常を認めない.直 腸内指診

で前立腺はクルミ大,軟 であった.

検尿ではpH7.0,蛋 白(±),糖(一),沈 渣で
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RBC2～5/hpf,wBC30～50/hpf,桿 菌(十)で あ

り,一 般 細菌 培 養 同定 検 査 でP・mirabilisが106/ml

検 出 され た.

KUBで は膀 胱 部 に 一致 して不 定 形 の石 灰化 お よび

前 立腺 部 石 灰 化 陰影 を 認 め た(Fig.1).膀 胱 鏡 を 施

行 した と ころ,白 色 物 質 を 認 め,こ の 一 部 を ヤ ソ グ鉗

子 で摘 出 した が,非 常 に もろ く,柔 らか か っ た の で,

細菌 塊 あ る い は凝 血 塊 の 器 質 化 した もの と考 え,結 石

分析 に は供 さ なか った.こ れ は乾 燥 す る と粉末 状 と な

った.残 りを 同鉗 子 でつ ぶ し,抗 菌 剤 を2週 間 投 与 し,

飲 水 を指 示 し,帰 宅 させ た.2週 間 後 のKUBで は

膀 胱部 に 石 灰 化は み ら れ ず,排 尿 困難 も訴 え なか っ

た.

そ の後,4週 間 に1回 の 割 で 通 院 させ て い た が,残

尿は常 に150～300mlあ り,ま た,約8週 ～10週 ご

とにUTIを 繰 り返 し,そ の都 度,抗 生 剤 ま た は抗

菌 剤 の投 与 を受 け た.

初診 約6ヵ 月 後,再 び 同 様 の 白色 物 質 の 排 出 が あ

り,こ れ を赤 外 線 分 光 分 析 に 供 した と ころ,リ ン酸 カ

シ ウム86%,酸 性 尿 酸 ア ンモ ニ ウ ム14%と の結 果 を得

た.こ の際 の検 尿 で は 膿 尿 で あ り,再 びProteus

mirabi]is105/rn1が 検 出 され た 。 ま た,膀 胱 部 に3.3

×2.5cmの 層 状 石 灰化 像 が認 め られ た(Fig・2)・

さ らに2ヵ 月 後,泥 状結 石 の排 出 をみ,成 分 分 析 の

結果98%以 上 が リン酸 マ グネ シ ウ ムア ンモ ニ ウ ムで あ

た.こ の と きのKUBで 結 石 は3.6×2.7cmと 増 大

傾 向を示 して い た.

1ヵ 月後,排 尿 困 難 が再 発 した ため,ヤ ング鉗 子 で

摘 出 した と ころ,初 診 時 と同様 の 白色 軟 結 石 で あ り,

成分 は リ ン酸 カル シ ウ ム77%,酸 性 尿 酸 ア ンモ ニ ウ ム

23%で あ った.ア ル シア ン ブル ー-PAS重 染 色(pH

=2 ・6)で 本 結石 は わ ず か の酸 性 お よび 中 性 グ リコサ

ミ ノグ リカ ンと細 菌 集 落 を 含 ん で いた.

そ の 後,来 院 しな くな っ た ため,再 発 な どに 関 して

は不 明 であ る.

考 察

本邦 に お け る膀 胱 軟結 石 の報 告 は 少 な く,1982年,

平 野 らが2例 を 報告 し,過 去 の8例 とあ わ せ,そ の概

要 と定 義 を 述 べ た1).そ れ に よれ ば,無 機 成 分 が 少 な

く有機 成 分 が 大 半 を 占 め る柔 らか い 結 石 を 軟 結 石 と呼

ぶ こ とを提 唱 して い る.ま た,BoyceandGarevey2)

は石 灰化 を と もな わ ないstonematrixと 似 た構 造

体 とい うこ とか らmatrixcalculiと 呼 称 して い る.

これ は,Proteus菌 な ど の ウ レア ー ゼ産 生 菌 種 の 感 染

に と もな って み られ,レ ン トゲ ン透 過性 を も ち,尿 酸
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Fig.1. KUBfilmatthefirstvisiしingrevealed

thepresenceofcalcificationintheve-

sicalregionandprostaticregion.

系結 石 と混 同 しや す い と され て い る3).こ の2つ の概

念 を 比較 す る と,matrixcalculiと 軟 結 石 と は微 妙

に 異 な った も の と 考 え ら れ る.す な わ ち,matrix

caluculiに は 晶質 は ほ と ん ど 含 まれ な い とされ て い

る が,平 野 らの定 義 はmatrixcalculiは もち ろ ん,

これ に 晶質 を 含 み,レ ン トゲ ン非 透 過 性 の結 石 もそ の

範 躊 に いれ て お り,包 括 的 といえ る.し か し,若=Fの

疑 義 を は さむ な ら,そ の構 成 成 分 に 関 す る制 限 が きび

し く,晶 質 の混 入 を 認 め な が らも大 部 分 が 有 機 成 分 で

あ る と限 定 し てい る点 が 問 題 で あ る.す な わ ち,軟 結

石 をmatrixcalculiの 亜 型 と見 て お り,本 例 の よ

うに 有 機 成 分 が ほ とん ど含 まれ ず,か つ 非 常 に 柔 らか

い結 石 は こ の定 義 に あ て は め る な ら,軟 結 石 とは 呼 べ

な くな るわ け であ る.し た が って,軟 結 石 の 定 義 に際

して はmatrixcalculiを も含 め,そ の 成 分 に 関 して

は よ り自由 な 選 択 幅 を 持 た せ るべ きで あろ う.す な わ

ち軟 結 石 はmatrixcalculiの 発 展 型 で あ る 可 能 性 は

充 分 考 慮 に いれ る べ き で あ るが,matrixcalculiと

軟 結 石 とは,厳 密 に は 同 一 で な い と考 え る と本 疾 患 の

様 相 が よ り確 実 に 把 握 で き る もの と思 わ れ る.

平 野 ら の報 告 に よれ ば 軟 結石 の成 因 に つ い て は 細 菌

感 染 と尿路 通 過 障 害 が 重 要 で あ る とされ てい る1).し
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Fig.2.Sixmonthsafterthe丘rstvisit 。Vesica豆plain丘lmwassuspectedtherecurrence

ofIaminarvesicalstone(left).Doublecontrastcystogramwithmediumandair

showedtheprcsenceofvesicalcalculus(middle).Thiscalculus(arrow)prevented

thepatientfromvoiding(right).

かるにこの要素は軟結石に特異的でなく,結 石形成に

ついてごく一般にいわれていることである.し たがっ

て,用 手的に容易に粉砕できる性質を説明するには,

これのみでは不十分であるといえよう.晶 質が少なけ

れば柔らかいのは当然であるが,本 例のように成分構

成が硬い結石とほとんどかわらないのに柔らか く,乾

燥すると粉末状になるのはいかなる理由によるのであ

ろうか.尿 酸系結石の動物における発生実験において

は,腎 内で酸性グリコサ ミノグリカンを核にした小軟

結石が形成 され,次 いでこの小軟結石が互いに酸性グ

リコサ ミノグリカンを介して癒合し,臨 床的結石に成

長することが示唆されているが4),こ の過程において,

濃縮や変性がおこるとされている.こ のような一連の

結石成長過程を膀胱軟結石にあてはめることができる

と仮定すると,成 長の早い軟結石においては,濃 縮な

どの変化を経ずして,あ るいはその時間的余裕がない

まま,晶 質がゆるく結合し,こ のような形態ができあ

がるものと考えられる.

結 語

前立腺摘出後も排尿障害がある72歳 の男性にみられ

た再発性膀胱軟結石の1例 を報告した.結 石は白色粘

土状でありリン酸カルシウムと酸性尿酸アンモニウム

から成っていた.ま た,リ ン酸マグネシウムアンモニ

ウム結石の自然排出もみられた.尿 中よりProteus菌

が検出された.
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